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特簗硯代に活かす史跡名勝：：
（史蹟名勝天然紀念物保存法施行80周年）

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
の
対
象
と
な
る
記

念
物
は
、
貝
塚
。
古
墳
な
ど
の
歴
史
上
入
学
術
上
価

値
の
高
い
「
遺
跡
」
、
芸
術
上
。
鑑
賞
上
価
値
の
高
い

ぶ
名
勝
地
」
、
学
術
上
価
値
の
高
い
「
動
物
。
植
物
。

地
質
鉱
物
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
主
と
し
て
土
地
に
関
わ
る
歴
史
的
。
文
化

的
遺
産
で
あ
り
、
そ
の
土
地
の
歴
史
的
.
文
化
的
景

観
を
構
成
す
る
点
で
共
通
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
お
い
て
は
文
化
遺
産
と

自
然
遺
産
を
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
扱
い
、

今
後
の
方
向
と
し
て
「
文
化
的
景
観
」
を
重
視
し
て

い
る
が
、
わ
が
国
が
こ
の
分
野
で
八

0
年
前
に
同
様

な
発
想
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
際
的
に
見

記
念
物
行
政
の
特
徴

史跡名勝天、し

史跡名勝天然記念物の保護制度は、
念物保存法」（旧法）によって整えら
の田島ケ原サクラソウ自生地（埼玉景
は太宰府跡、水城跡などの史蹟か、 11
勝か初めて指定された。旧法の制度は
0月現在の指定件数は、史跡l,430件、
この特集にあたり、ます史跡名勝

後の課題について述べることとしたい

記念物保護の歩み
言己え:少多言果

から80年前、大正 8年の「史蹟名勝天然紀
た。旧法に基づく最初の指定は、大正 9年
lG1年の天然紀念物である。翌大正l0年に

には常盤公園、兼六園、岡山後楽園等の名
布0〕文化財保護法に引き継かれ、平成11年
叡01件、天然記念物959件となっている。
記念物保護の歩みを振り返るとともに、合

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
制
定

む
記
念
物
・
埋
蔵
文
化
財
の
保
談
に
関
し
て
は
、
明

治
維
新
後
、
陵
墓
の
比
定
に
関
連
し
て
「
古
墳
発
見

ノ
節
届
出
方
」
（
明
治
七
年
太
政
官
達
）
や
「
人
民
私

有
地
内
古
墳
等
発
見
ノ
節
届
出
方
」
（
同
一
―
―
一
年
宮
内

省
達
）
な
ど
が
開
墾
等
に
よ
る
不
時
発
見
の
際
の
届

出
制
度
を
定
め
、
ま
た
遺
失
物
法
（
同
三
二
年
）
は

学
術
、
技
芸
ま
た
は
考
古
の
資
料
と
な
る
よ
う
な
埋

蔵
物
の
国
庫
帰
属
等
を
規
定
し
て
い
た
。

明
治
四
四
年
に
帝
国
議
会
貴
族
院
が
行
っ
た
「
史

蹟
及
天
然
紀
念
物
保
存
二
関
ス
ル
建
讃
」
は
、
土
地

の
開
拓
、
道
路
の
新
設
、
鉄
道
の
開
通
、
工
場
の
殷

置
な
ど
に
よ
っ
て
、
史
蹟
や
天
然
紀
念
物
が
日
に
日

に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
美
術
工
芸
品
等
が
古
社
寺
保

存
法
に
よ
っ
て
保
存
の
途
が
謂
じ
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
こ
れ
ら
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
遣
憾
で
あ

る
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
保
存
の
方
策
を
と
る
こ
と

を
訴
え
た
。
こ
の
建
議
は
、
植
物
学
者
の
一
＿
一
好
学
に

よ
る
天
然
紀
念
物
の
保
存
の
提
唱
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
、
徳
川
頼
倫
を
会
長
と
す

る
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
」
が
設
立
さ

れ
、
應
史
学
者
の
黒
板
膀
美
も
保
存
に
関
す
る
諭
説

を
展
開
す
る
な
ど
、
有
識
者
や
民
間
団
体
に
よ
る
保

存
思
想
の
晋
及
や
調
査
等
の
活
動
が
盛
ん
に
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

政
府
は
建
議
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
訓
令
な
ど
に

よ
り
当
面
の
保
存
措
置
を
と
り
つ
つ
、
法
案
化
の
準

備
を
進
め
、
大
正
八
年
に
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

保
存
法
L

の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

旧
法
は
全
六
条
の
簡
単
な
法
律
で
あ
る
が
、
そ
の

主
な
内
容
は
、
①
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
は
主
務
大

苗
が
指
定
す
る
こ
と
、
②
指
定
対
象
の
現
状
変
更
等

を
菅
う
場
合
に
は
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
③
主

務
大
臣
は
地
方
公
共
団
体
を
指
定
し
て
史
蹟
名
膀
天

然
紀
念
物
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

f

な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
茎
本
的
な
保
匿
の
仕
組
み

は
現
在
の
文
化
財
保
誕
法
に
受
け
纏
が
れ
て
い
る
。

主
務
大
臣
は
当
初
は
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
叫
、
昭
和

三
年
か
ら
文
部
大
臣
と
な
っ
た
。

旧
法
時
代
の
史
蹟
名
膀
天
然
紀
念
物
の
指
定
は
一
、

冗
八
〇
料
で
あ
っ
に
。
こ
の
中
に
は
、
沼
和
七
年
の

て
も
癒
め
て
優
れ
た
考
え
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
土
地
に
関
わ
る
文
化
遺
産
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
他
の
文
化
財
と
は
異
な
る
難
し
さ
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
土
地
の
所
有
者
な
ど
関
係
者
の
財
産
潅

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公

益
と
の
鯛
整
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
e

こ
の
た
め
、
現
状
変
更
等
の
制
限
を
受
け
る
指

定
地
を
国
庫
浦
助
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
翠
公
有

化
す
る
こ
と
を
推
進
し
、
史
跡
等
の
保
設
と
財
産
権

の
尊
重
を
と
も
に
解
決
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
土
地
に
関
す
る
各
種
の
制
度
と
の
調
整
や
道
路

な
ど
の
公
共
事
業
と
埋
蔵
文
化
財
と
の
調
整
も
行
っ

て
き
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
自
然
環
境
の
保
護
・
整
備
や
、
古
都

保
存
．
都
市
公
園
な
ど
の
分
野
で
の
関
係
行
政
機
関

と
の
連
携
も
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

課
題
と
展
望

i・ 史
跡
等
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
す

る
と
と
も
に
広
く
活
用
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

史
跡
等
の
活
用
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
一
年
以
来

「
風
士
記
の
丘
」
整
備
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成

元
年
か
ら
、
新
た
な
視
点
か
ら
活
用
整
備
を
図
る
た

め
、
歴
史
的
建
造
物
等
の
復
元
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

等
の
建
設
を
行
う
「
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」
事
業
、

平
成
九
年
度
か
ら
地
方
の
拠
点
と
な
る
遺
跡
等
を
総

合
的
・
複
合
的
に
整
備
す
る
「
歴
史
ロ
マ
ン
再
生
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

東
大
寺
旧
境
内
の
史
蹟
指
定
の
よ
う
に
、
開
発
行
為

に
対
し
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
の
緊
急
の
指
定
も

あ
っ
た
。

昭
和
三
血
年
制
定
の
文
化
財
保
護
法
は
、
第
五
章

と
し
て
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
に
関
す
る
規
定

を
骰
け
た
。
国
宝
及
び
重
要
文
化
財
と
同
様
、
特
別

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

の
二
段
階
に
分
け
る
こ
と
と
さ
れ
、
旧
法
に
よ
る
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
の
指
定
は
祈
法
に
よ
る
史
跡
名

膀
天
然
記
念
物
の
指
定
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
引
き

継
が
れ
た
。
ま
た

f

埋
蔵
文
化
財
も
有
形
文
化
財
と

し
て
保
護
の
対
象
と
さ
れ
た
。

昭
和
二
九
年
の
改
正
で
は
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る

規
定
が
第
四
章
と
し
て
狼
立
し
、
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
に
お
け
る
土
木
工
事
等
に
よ
る
発
掘
に
つ

い
て
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
、
文
忙
財
保
襲
委
員
会
は
必
要
な
指
―
下
を
行
う
こ

と
翠
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
無
断
現
伏
変
更
等
に
対
す

る
現
状
回
復
命
令
と
刑
事
罰
が
定
め
ら
れ
、
保
護
の

徴
底
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
昭
和
四
三
平
に
は
文

化
庁
が
創
骰
さ
れ
、
昭
和
五

0
年
の
改
正
で
は
埋
蔵

文
化
財
の
保
證
制
度
の
拡
充
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
年
の
改
正
で
は
、
埋
蔵
て
化
討
庁
政

り
地
方
分
證
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
一

0
年
度
か
ら
は
、
今
後
の
史
跡
等
の
整
僻

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
＇
ソ
フ
ト
面
の
活
用
を
図
る
具
体
的
方
策
を
詞
査

研
究
す
る
た
め
「
ふ
れ
あ
い
犀
史
の
さ
と
，
」
委
嘱
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一

0
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
文
化

振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
L

は
伝
統
文
化
の
継
承
こ
究

展
の
課
題
の
一
っ
と
し
て
、
文
化
財
の
保
謹
対
象
の

拡
大
と
歴
史
的
文
化
環
境
の
保
護
を
あ
げ
て
い
る
。

文
化
的
景
観
の
一
種
で
あ
る
「
歴
史
の
道
L

に
つ

い
て
は
昭
和
五
三
年
度
か
ら
整
備
事
業
を
始
め
、
「
歩

き
・
み
。
ふ
れ
る
監
史
の
道
」
事
業
（
昭
和
五
八
年

S
)
や
「
歴
史
の
道
百
選
」
の
選
定
（
平
成
八
年
）

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
七
年
度
に
は
史

跡
の
指
定
基
準
を
改
訂
し
、
指
定
対
象
と
な
る
時
代

を
そ
れ
ま
で
の
明
治
初
年
ご
ろ
か
ら
第
二
次
大
戦
終

決
ご
ろ
ま
で
に
拡
大
し
、
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
史
跡

指
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
八
年
度
か
ら
全
国
的
な

近
代
遣
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
―
二
年
度

か
ら
は
、
棚
田
な
ど
農
林
水
産
業
や
伝
統
的
な
土
地

利
用
に
関
わ
る
文
化
的
景
観
の
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。今

後
は
さ
ら
に
、
地
域
的
・
雁
史
的
つ
な
が
り
を

有
す
る
文
化
財
の
総
合
的
な
指
定
・
保
存
・
活
用
や
、

人
が
自
然
と
共
生
す
る
中
で
生
み
出
し
て
き
た
文
化

財
と
そ
の
周
辺
の
環
境
あ
る
い
は
関
連
す
る
文
化
財

と
の
一
体
的
な
保
護
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

文
化
財
保
護
法
の
制
定
と
記
念
物
・

埋
蔵
文
化
財
保
護
制
度
の
整
備
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特纂現
（史蹟名勝天然紀念物保存法

近
、
埋
蔵
文
化
財
行
政
は
大
き
な
転
換
期
を

最
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
方
分
権
に
と
も

な
う
埋
蔵
文
化
財
行
政
が
都
道
府
県
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
実
に
お

い
て
現
在
で
も
各
地
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
実
態
に

相
当
な
格
差
の
あ
る
こ
と
は
、
毎
年
記
念
物
限
の
作

成
し
て
い
る
発
掘
届
件
数
表
や
各
県
の
埋
蔵
又
化
財

発
掘
担
当
者
組
織
表
な
ど
の
資
料
を
見
れ
ば
推
測
が

つ
く
し
、
い
く
つ
か
の
遣
跡
の
発
掘
現
場
を
見
学
し

て
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
し
か

に
文
化
庁
の
指
導
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
諸

研
修
そ
の
他
各
地
で
独
自
の
研
修
も
行
わ
れ
、
大
学

等
の
教
育
機
関
の
拡
充
等
こ
こ
二
、
三

0
年
の
埋
蔵

文
化
財
調
査
技
術
の
充
実
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
埋
蔵
文
化
財
に
従
事
す
る
人
員
、
予
算
等
の
拡

大
も
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
文
化
庁
で
実
施
し

て
い
る
「
発
掘
さ
礼
た
日
本
列
島
（
新
発
見
考
古
速

報
展
）
」
等
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
方

で
、
年
間
の
開
発
に
伴
う
発
罰
件
数
に
比
べ
、
史
跡

と
し
て
保
存
さ
れ
る
件
数
は
あ
ま
り
に
も
数
炉
少
な

い
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
遺
跡
が
記
録
保
存
だ

け
で
破
壊
さ
れ
る
の
か
と
文
化
庁
調
査
官
が
嘆
く
例

も
少
な
く
な
い
。
世
論
の
高
ま
り
で
保
存
の
で
き
た

吉
野
，
ヶ
呈
や
三
内
丸
山
遣
跡
の
成
功
例
は
き
わ
め
て

例
外
的
な
現
状
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
上
、
近
年
の
不
況
で
地
方
財
政
が
因

難
に
陥
っ
て
い
る
時
期
に
地
方
分
権
で
涅
蔵
文
化
財

の
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、
保
存
す
る
丙
難
は
目
に
見
え

蹟
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
本
質
を
要
約
す

史
る
な
ら
ば
、
成
立
の
歴
史
と
そ
の
価
値
や
情

報
が
後
世
に
適
切
に
伝
達
さ
れ
る
条
件
を
具
え
た
物

件
・
景
観
、
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
”
文

化
遣
産
・
自
然
遺
産
“
と
位
置
づ
け
、
そ
の
保
持
に

あ
る
種
の
保
証
を
与
え
る
保
存
法
の
発
想
原
点
は
高

い
評
価
を
受
け
る
に
値
す
る
c

し
か
し
な
が
ら
、
両
遺
産
共
に
年
数
を
経
る
に
つ

れ
様
々
な
加
齢
現
象
が
進
み
、
さ
ら
に
環
境
の
変
化

ぅ
っ

や
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
遷
り
変
わ
り
も
あ
っ
て
、

今
ま
さ
に
そ
の
在
り
方
が
再
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

時
点
に
至
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
”
記
念
物
“
と
い
う
と
ら
え
方
に
は
、

そ
の
時
点
で
の
現
況
保
存
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
と
り
わ
け
自
然
要
素
に
閲
し
て
は
遷

移
も
等
し
く
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

.

.
 
＾
 

決
し
て
固
定
的
で
は
あ
り
得
ず
、
自
然
界
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
も
ま
た
大
き
な
要
素
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

他
万

f

こ
れ
ら
の
物
件
・
景
蜆
等
を
見
る
側
に
し

．．．．． 

て
み
れ
ば
、
貴
重
な
宝
物
を
あ
た
か
も
拝
観
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
現
場
に
立
っ
て

そ
の
リ
ア
ル
な
歴
史
と
意
義
を
五
感
を
通
し
て
体
感

す
る
種
極
的
な
姿
勢
へ
と
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て

き
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
特
に
、
生
涯
学
習

時
代
に
入
っ
て
そ
の
傾
向
は
一
段
と
強
ま
っ
て
き
て

い
る
。指

定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
た
だ
単
発
的
に
訪
れ
る

の
で
は
な
く

r

周
辺
環
境
や
歴
史
的
経
緯
の
中
で
複

ンヽズオン ツーリズム
への展開

生涯学習時代における記念物活用の一方途

放送大学教授／神奈川県立
直哉遣蜘館館再濱田隆士

記念 保護行 によせて

閲大阪府文化財調査研究センター理事長

坪秀滑足

て
い
る

C

そ
の
他
地
方
で
発
掘
さ
れ
た
多
く
の
考
古
資
料
を

地
域
の
博
物
館
等
で
も
っ
と
活
用
す
る
方
法
や
、
洞

量
や
現
地
実
測
技
術
、
発
掘
報
告
書
作
成
技
術
に
つ

い
て
最
新
の
技
術
を
採
り
入
れ
て
、
報
告
書
作
成
時

間
の
短
縮
、
経
費
節
減
に
も
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
埋
蔵
文
化
財
行
政
関
係
者
に
予

想
さ
れ
る
困
羅
に
対
す
る
認
諏
の
よ
り
一
層
の
進
展

を
望
む
こ
と
切
な
る
も
の
て
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財

関
連
史
跡
は
、

指
定
以
後
ど
の

よ
う
な
整
備
を

す
る
か
の
研
究

が
急
膀
で
あ
る
。

古
代
の
官
街
遺

跡
、
寺
院
、
古

墳
等
の
修
景
は

そ
の
問
題
点
も

次
第
に
発
晨
し
、

特
に
遺
構
を
保

存
工
事
を
し
た

上
で
原
寸
大
の

建
築
が
復
原
き

れ
る
よ
う
に
な

っ
て

r

よ
う
や

く
史
跡
を
訪
れ

る
一
般
の
人
々

合
的
・
総
合
的

に
理
解
し
よ
う

と
す
る
志
向
が

芽
生
え
、
管
理

等
関
係
者
側
も

こ
れ
ら
を
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

的
構
想
に
発
展

さ
せ
、
地
域
＜

る
み
で
の
活
用

に
力
を
入
れ
始

め
た
。
点
が
面

と
な
り
、
＇
さ
ら

に
関
連
諸
物
件

や
周
辺
環
境
と

を
絡
め
る
こ
と

か
ら
、
記
念
物

は
静
的
な
立
場

か
ら
動
的
な
場

へ
と
変
身
を
遂

げ
始
め
て
い
る

と
み
て
よ
か
ろ

ぷノ

記
念
物
や
関

連
諸
事
象
の
活
用
は
、
制
度
教
育
や
行
政
主
導
の
企

画
で
進
め
ら
れ
る
の
も
良
か
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は

信
々
人
の
自
主
判
断
で
日
常
と
連
動
し
な
が
ら
活
用

す
る
と
い
う
、
生
涯
学
習
の
中
で
の
エ
デ
ュ
テ
イ
ン

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
先
史
、

原
史
時
代
の
集
落
遺
跡
の
整
備
に
際
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
一
般
の
人
々
に
も
理
解
し
て
も
ら
え

る
か
は
、
か
な
り
難
し
い
。
日
本
の
遺
跡
全
般
に
外

国
の
よ
う
な
石
造
建
築
物
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

木
造
建
築
が
す
べ
て
と
言
っ
て
よ
く
、
こ
れ
を
露
出

展
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
平
面
形
は
発
掘

に
よ
っ
て
判
明
す
る
が
、
上
部
構
造
は
復
原
建
築
設

計
者
の
解
釈
で
違
っ
て
く
る
。
史
跡
を
訪
れ
ら
人
々

に
、
い
ち
い
ち
「
こ
れ
は
何
ゎ
ょ
先
生
の
設
計
で
立
面

形
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
の
で
す
よ
l

と
言

う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
か
復
原
建
築
に
反

対
す
る
学
者
も
多
い
が
、
外
国
の
例
を
見
れ
ば
、
あ

れ
は
や
り
す
ぎ
だ
と
の
批
判
を
乗
り
越
え
て
保
存
整

備
研
究
が
進
ん
だ
よ
う
に

f

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
さ

ざ
る
を
褐
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
覆
屋
を
つ
く
つ

て
実
物
を
見
せ
る
方
法
も
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
多

湿
な
わ
が
国
の
気
候
条
件
で
は
乾
燥
地
帯
の
そ
れ
と

比
べ
て
良
い
方
法
が
な
、
ヽ
、
ま
た
そ
の
テ
ザ
イ
ン
が

完
全
に
近
代
的
素
材
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
る
と
史
跡

の
雰
囲
気
に
合
致
し
な
い
と
い
っ
た
批
判
炉
常
に
つ

き
ま
と
う
°
ま
た
広
大
な
史
跡
の
維
持
管
理
体
制
⑦

問
題
も
経
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
管
理
し
や

す
く
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
の
時
代
の
雰
囲
気

を
体
験
で
き
る
よ
う
な
方
法
は
、
文
化
財
関
係
者
だ

け
て
な
く
各
種
の
英
知
磨
集
め
て
そ
の
方
向
を
見
い

だ
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

R
>
車
に
人
気
が
集
ま
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

に
関
心
が
高
い
昨
今
の
社
会
で
は
、
記
念
物
活
用
に

当
た
っ
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
想
を
軽
視
で
き
ま
い
。

事
実
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
単
な
る
物
見
遊
山
で
は

な
く
、
そ
れ
な
り
の
名
所
探
防
の
旅
が
結
構
な
人
気

を
呼
ん
で
い
る
と
い
う
風
潮
が
あ
る
。

ェ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
一
穏
の
流
行

的
性
格
を
交
え
な
が
ら
活
発
で
あ
る
。
必
ず
し
も
指

定
物
件
や
指
定
地
が
含
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し

て
も
、
好
ま
し
い
流
れ
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。
楽
し

い
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
と
一
層
の
価
値
を
求
め

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が

不
可
欠
と
な
ろ
う
。
旅
行
代
理
店
の
パ
ン
フ
頼
り
も

悪
く
は
な
い
が
、
し
っ
か
り
し
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
つ
グ
ル
ー
ー
。
フ
リ
ー
ダ
ー
と
現
地
に
詳
し
い
地

元
サ
イ
ド
と
の
出
会
い
が
加
わ
れ
ば
こ
の
上
な
い
。

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。

ェ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
地
域
活
動
の
広
が
り
が

あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
型
探
訪
に
は
比
較
や
流
れ
と
い

う
拡
張
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
だ
見
学
す
る
姿
勢
か

.

.

.

.

 

。

ら
広
義
の
ハ
ン
ズ
・
オ
ン
発
想
、
す
な
わ
ち
五
感
で

の
体
感
局
面
が
加
味
さ
れ
る
な
ら
ば
、
歴
史
理
解
・

自
然
理
解
、
ひ
い
て
は
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
へ
の

幅
広
い
様
相
が
、
原
体
験
惰
報
と
し
て
身
に
つ
く
に

0

●,．
o

.

o

 

.

.

.

 

違
い
な
い
。
ハ
ン
ズ

0

オ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ヘ
の
展
開

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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特集現代に活かす史跡名勝
（史蹟名勝天然紀念物保存法施行80周年）

史
跡
と
は
、
法
的
に
は
文
化
財
保
謹
法
の
第
二
条

に
文
化
財
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
っ
と
し
て
の
記
念
物

の
定
義
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
遣
跡
を
第
六
九
条
に

よ
り
指
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
財
一
般
を
笥

単
に
い
え
ば
人
と
人
あ
る
い
は
人
と
自
然
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
す
べ
て
の
も
の
て

あ
る
と
言
支
る
。
そ
れ
は
、
人
工
的
な
も
の
自
然
的

な
も
の
を
含
ん
だ
も
の
て
あ
り
、
人
間
し
か
か
わ
っ

て
き
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
対
象
に
な
り
う
る
も
の
で

あ
る
。例

え
ば
、
自
然
の
中
に
存
在
す
る
山
に
つ
い
て
み

て
み
る
と
、
奈
良
の
三
輪
山
の
よ
う
に
山
そ
の
も
の

と
し
て
き
た
時
期
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
も
の
、
例
免
ば
山
岳
信
仰
に
か
か
わ
る
遣
跡
や
修

験
道
の
選
跡
な
ど
宗
教
史
の
中
で
特
徴
を
持
つ
遣
跡

は
、
そ
の
保
存
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
分
野
で
あ
る
。

さ
て
、
菫
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
分
野
の
保
存

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
世
城
館
に
つ
い
て
は
、
各

都
道
府
県
が
補
助
事
業
で
実
施
し
て
い
る
鯛
査
を
ま

と
め
る
中
で
、
国
で
殷
置
し
て
い
る
委
員
会
で
検
討

し
、
保
存
す
べ
き
遺
跡
と
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

歴
史
の
道
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
で
実
施
し
た
調

査
を
も
と
に
整
備
し
、
そ
れ
が
完
了
し
た
も
の
か
ら

条
件
整
備
し
、
保
存
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

近
代
遣
跡
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
全
国

鯛
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
進
め
方
と
し
て
は
、

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
所
在
調
査
を
お
願
い
し
、

そ
の
中
か
ら
詳
細
調
査
の
対
象
物
件
を
国
が
設
置
し

た
検
討
会
で
選
定
し
、
そ
の
後
詳
細
調
査
を
実
施
し
、

報
告
書
を
作
成
す
る
と
い
う
手
順
で
あ
る

C

詳
細
調

査
の
結
果
を
も
と
に
検
討
会
で
保
存
す
べ
き
候
補
物

件
の
検
討
が
な
さ
れ
、
条
件
の
整
っ
た
も
の
か
ら
保

存
の
手
だ
て
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た

手
順
を
踏
ん
で
保
存
さ
れ
た
の
が
、
最
近
指
定
の
三

井
三
池
炭
鉱
跡
で
あ
る
。
近
代
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
生
き
て
い
る
遺
跡
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

保
存
に
か
か
る
諸
条
件
が
他
の
史
跡
に
比
べ
、
困
難

な
も
の
が
多
々
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
跡
の
保
存
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
第
一
で

記
念

こ
こ
で
史
跡
を
史
跡
の
保
存
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な

い
新
た
な
保
存
の
あ
り
方
、
条
件
が
許
せ
ば
「
ま
る

ご
と
保
存
」
と
い
う
考
え
方
も
念
頭
に
置
い
て
今
後

対
応
し
て
い
き
た
い
。

日
本
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
は
、
明
治
期
に
建

物
や
美
術
工
芸
品
な
ど
の
「
も
の
L

の
保
存
が
開
始

さ
れ
、
大
正
期
に
遺
跡
な
ど
の
土
地
の
保
存
が
制
度

化
さ
れ
た
。
戦
後
そ
れ
が
民
俗
。
芸
能
の
分
野
に
ま

で
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
保
存
は
、
こ

う
し
た
各
分
野
を
ひ
っ
く
る
め
た
保
存
と
い
う
も
の

も
視
野
に
入
訊
て
考
え
て
い
き
た
い
。

最
近
特
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
史
跡
単
独
の
指
定

の
場
合
、
指
定
地
の
中
は
法
的
に
守
ら
れ
る
が
、
周

辺
の
景
観
二
般
に
史
的
景
観
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

は
、
都
市
部
で
あ
る
ほ
ど
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
周
辺
景
観
も
含
め
て
一
体
的
に

｛
調
の
新

新
た
な
試
み
の
方
向

辺

＇ 

品
区

[
I
:
|
1
|
1
1
,
l
e
t
1
`と
口

□めら
れ
て
い
た
り
、
急
峻
な
山
の
形

状
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
修
険
道
が
広
ま
っ
た
こ
と

な
ど
が
あ
り
、
自
然
そ
の
も
の
が
人
と
か
か
わ
る
中

で
史
跡
と
し
て
意
義
付
け
さ
れ
保
存
さ
れ
る
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
的
な
も
の
を
対
象
と

す
る
史
跡
は
、
思
想
史
（
宗
教
史
）
的
な
も
の
が
多

い
。
鳥
取
の
三
徳
山
や
前
述
の
三
輪
山
な
ど
は
そ
の

例
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
天
然
の
要
害
を
利
用

し
た
山
城
や
河
川
を
利
用
し
た
城
下
町
二
乗
谷
朝

倉
氏
連
跡
）
等
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
ま

れ
た
遺
跡
も
多
い
°

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
史
跡
と
は
人
間
の
歴

史
を
基
本
と
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
礼
は

人
が
つ
く
り
出
し
た
能
動
的
な
も
の
だ
け
が
対
象
で

あ
る
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
い
か
に
将
来
に
史
跡
を

残
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
芍
~
し
た

意
味
か
ら
い
え
ば
、
適
切
な
管
理
の
下
に
適
正
な
整

備
・
活
用
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
現

在
は
、
整
備
・
活
用
が
第
一
と
考
え
る
よ
う
な
場
面

が
多
々
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
保
存
は

r

整
備
の

期
間
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た

長
さ
を
念
頭
に
置
い
て
、
整
備
の
発
想
を
す
る
べ
き

で
あ
る

C

な
試
み

一

~: 

記
念
扱
鰈

史跡 r三井三池炭舘跡」（嘔岡県。熊本県）

万i•モ！坑跡第二竪坑ゥ楷。巻揚膠室

な
く
、
人
間
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
対
象
と

な
り
う
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

史
跡
の
保
存
の
碗
代
的
展
開

そ
し
て
、
會
指
定
基
準
や
指
定
方
針
に
基
づ
き
個
々

に
調
査
し
た
上
で
個
別
に
保
存
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

現
在
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
と
し
て
は
、

中
世
城
館
・
歴
史
の
道
こ
直
代
遺
跡
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
以
外
の
保
存
対
象
と
し
て
考
克
ら
九
る

も
の
の
保
存
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
し
、
過
去
中
心

史
跡
を
保
全
で
き
れ
ば
、
史
跡
の
往
時
の
雰
囲
気
を

つ
く
り
出
し
、
史
跡
の
価
値
を
高
め
て
く
れ
る
。
そ

れ
を
可
屹
と
す
る
の
が
「
ま
る
ご
と
保
存
」
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
荘
園
遺
跡
の
場
合
、
耕

地
と
簗
落
、
荘
家
な
ど
の
遺
跡
を

l

体
と
し
て
保
存

し
、
周
辺
景
観
を
も
含
め
て
保
存
し
よ
う
と
思
え
ば
、

―
つ
の
谷
を
山
の
尾
根
か
ら
尾
根
ま
で
の
間
ま
る
ご

と
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
指
定
は
、
い

ま
ま
で
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
や
出
雲
国
庁
跡
な
ど
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
し
r

一
体
的
な
保
存
と
い
う
観

点
で
は
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
石
見
銀
山
遺
跡
の
追

加
指
定
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
保
存
が
考
え
ら
れ
る
近
代
の
遺
跡
に

つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。
例
え
ば
、
鉱
山

遺
跡
の
場
合
、
坑
道
や
採
掘
施
設
だ
け
の
保
存
で
は

な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
鉱
夫
の
住
宅
・
娯
楽
施
設
。

生
活
の
た
め
の
物
資
販
売
施
設
な
ど
を
史
跡
と
い
う

範
疇
だ
け
で
な
く
、
他
の
文
化
財
の
範
疇
（
建
造
物
・

歴
史
資
料
・
民
俗
文
化
財
な
ど
）
と
一
体
的
に
保
存

し
て
、
初
め
て
鉱
山
遺
跡
の
保
存
が
完
成
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
史
跡
の
保
存
は
状
況
に
応
じ
て
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
史
跡
の
持
っ

て
い
る
特
性
を
十
分
に
引
き
出
せ
る
保
存
の
在
り
方
、

例
え
ば
「
ま
る
ご
と
保
存
」
な
ど
の
手
法
を
検
討
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。（

記
念
物
課
史
跡
部
門
）
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特集
（史蹟名勝天然紀念物保存法施行80周年）

出
し
た
独
特
の
景
観
を
保
護
の
対
象
と
し
て
ゆ
き
た

い
。
ま
た
、
世
界
的
に
有
名
で
あ
り
な
が
ら
、
国
内

的
に
は
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
分
野
で
あ
る
7

温

泉
地
」
も
日
本
独
特
の
文
化
的
景
親
と
し
て
保
護
す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

人
文
的
な
も
の
に
も
新
し
い
試
み
か

心
「
人
文
的
な
名
勝
」
に
は
、
指
定
基
準
か
ら
「
庭

園
」
、
「
公
園
L

ヽ
「
橋
梁
」
、
「
築
堤
」
の
分
類
が
あ
る

か
、
圧
倒
的
に
「
庭
圃
」
が
主
体
で
あ
る
。

日
本
の
庭
園
は
、
奈
良
時
代
に
始
ま
り
、
平
安
時

代
の
貴
族
が
造
っ
た
豪
華
な
庭
園
、
鎌
倉
時
代
以
後

禅
宗
の
影
薯
を
受
け
た
武
家
や
寺
院
の
庭
園
と
続
き
、

江
戸
時
代
に
は
各
地
の
大
名
や
関
係
す
る
寺
院
、
豪

商
の
庭
園
が
広
く
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸

に
政
治
の
中
心
が
移
っ
て
も
な
お
諸
文
化
の
中
心
て

あ
っ
た
京
都
に
優
秀
な
庭
園
が
遺
さ
れ
て
き
た
の
は

当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
名
勝
」
に
指
定
さ
れ

て
い
っ
た
庭
園
は
、
ど
う
し
て
も
京
都
や
滋
賀
に
集

中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国
各
地
の
優
れ
た
庭
菌

も
指
定
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
も
中
央
文
化
の
地

方
伝
播
の
例
と
し
て
価
値
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
理
由

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
五

0
年
頃
か
ら
は
、
各
地
の
歴
史

や
風
土
に
基
づ
い
た
特
色
あ
る
庭
園
も
指
定
し
て
ゆ

く
方
針
が
新
た
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
庭
園
を
芸
術
性
か
ら
評
価
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

喜
謬
冷
絡
翡
吋
怠
注
喜
望
＂

名
勝
は
、
そ
の
成
り
立
ち
や
構
造
か
ら
大
別
し
て
交
流
や
動
き

r

す
な
わ
ち
商
取
引
や
参
勤
交
代
、
参

「
人
文
的
な
も
の
」
と
「
自
然
的
な
も
の
」
に
分
け
ら
詣
な
ど
を
主
体
に
し
た
「
旅
行
」
が
飛
躍
的
に
多
く

れ
る

C

「
人
文
的
な
も
の
」
は
、
公
園
、
庭
園
、
橋
梁
な
る
に
つ
れ
て
各
地
の
「
名
所
旧
蹟
」
が
確
立
し
、

な
ど
で
あ
り
、
「
自
然
的
な
も
の
信
に
は
、
峡
谷
、
湖
出
版
物
の
増
加
に
乗
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

沼

、

山

岳

な

ど

が

あ

る

。

っ

た

の

で

あ

る

。

明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
初
期
に
か
け
て
、
近

代
化
に
よ
る
産
業
、
交
通
の
変
化
、
生
活
の
変
化
が

各
地
の
人
々
の
生
活
場
周
囲
の
環
境
、
ひ
い
て
は
国

土
の
変
貌
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
：
名
所

旧
蹟
」
の
保
護
が
叫
ば
れ
た
の
は
当
然
の
帰
結
と
も

い
え
る
が
、
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
る
の
に
全
力

を
注
い
で
き
た
時
期
に
、
前
時
代
の
伝
統
的
な
文
化

の
保
護
も
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

は
現
在
で
も
最
大
の
敬
意
を
払
え
る
こ
と
と
い
え
る
。

こ
の
「
自
然
的
な
も
の
L

に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
松

原
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
海
岸
で
も
と
も
と
松
林
が

あ
っ
た
の
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
「
自
然

的
な
も
の
し
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
は
、

特
に
江
戸
時
代
に
悔
岸
線
を
も
つ
各
藩
が
、
内
陸
部

の
農
地
や
集
落
を
潮
害
か
ら
守
る
た
め
に
積
極
的
に

植
林
し
た
結
果
で
あ
り

r

一
人
文
的
な
も
の
」
と
も
い

え
る
。ま

た
、
峡
谷
や
湖
沿
、
山
岳
に
つ
い
て
も
、
純
粋

に
自
然
景
観
の
み
を
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

長
い
歴
史
を
通
し
て
人
間
の
行
動
や
感
情
と
の
か
か

わ
り
を
も
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
c

古
く
は

1

万

葉
集
」
な
ど
に
も
多
く
の
自
然
景
観
が
胴
わ
れ
て
い

の
こ

る
が
、
そ
れ
以
後
も
各
地
に
遣
る
伝
承
丘
盆
匹
様
々

な
亭
件
や
著
名
な
人
々
の
こ
と
ぶ
、
自
然
の
風
匿
と

結
び
つ
け
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
場

所
が
、
特
に
江
戸
時
代
に
入
り
平
和
が
訪
れ
、
人
の

世
界
的
に
新
し
い
試
み
で
あ
る
名
勝
保
護

古
く
て
新
し
い
概
念
r
文
化
的
景
観
」

喩

I
I
i

近
年
ぶ
世
界
遺
産
」
保
護
の
概
念
が
普
及
し
て
い

く
中
で
、

C
u
l
t
u
r
a
l
L
a
n
d
s
c
a
p
e
 
(
文
化
的
景
観
）

と
い
う
新
し
い
概
念
が
生
じ
て
い
る
。
担
界
的
に
は

新
し
い
概
念
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
こ

の
概
念
と
ま
っ
た
＼
同
じ
内
容
の
「
名
勝
」
保
設
が

八

0
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
だ
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
文
化
庁
に
お
い
て
も
「
自
然
的
な
名

勝
」
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
基
礎
を
置
い
た
「
文

そ
の
地
方
の
歴
史
の
中
で
、
庭
圏
と
深
い
か
か
わ
り

を
も
つ
建
築
、
そ
の
地
の
気
候
、
自
然
喋
境
、
作
庭

理
由
な
ど
総
合
的
・
有
板
的
に
評
価
し
て
い
く
こ
と

添
必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
全
国
各
地
で
行
わ
九
る
発
掘
調
査
な
ど
そ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
詳
細
な
遣
跡
鯛
査
の
結
果
、
各
地

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
、

中
央
か
ら
の
歴
史
観
だ
け
で
は
学
問
的
な
評
価
が
不

十
分
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
青
森
県
津
軽
地

方
で
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
、
大

石
を
多
用
し
た
庭
園
、
長
崎
県
五
島
の
城
内
に
造
ら

れ
た
、
南
方
樹
木
を
用
い
た
庭
園
な
ど
が
例
で
あ
る
。

も
う
―
つ
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
発

掘
庭
園
L

が
増
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
中
世
、
全
国
各
地
に
割
拠
し

た
武
埒
た
ち
は
、
支
配
地
の
経
済
確
立
に
努
め
る
と

同
時
に
文
化
政
策
と
し
て
r

ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
競
っ
て
庭
園
を
舘
や
寺
院
に
造
っ
て
い
っ

た
。
学
識
豊
か
な
僧
侶
を
招
き
、
当
時
次
第
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
茶
道
を
取
り
入
れ
、
庭
園
を
楽
し
抄
こ

と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
全
国
各
地
で
行
わ
れ

る
発
掘
鯛
査
が
そ
う
し
た
館
や
寺
院
遺
跡
で
行
わ
れ

る
場
合
、
池
を
も
つ
こ
と
が
多
い
庭
園
は
遺
存
度
が

よ
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
て
世
に
出

て
き
た
庭
圏
遺
跡
は
、
樹
木
こ
そ
失
わ
れ
て
い
る
も

の
の
復
元
回
復
が
可
能
な
状
態
が
多
い
。
こ
う
し
て

地
中
か
ら
新
し
い
「
名
勝
」
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

福
井
県
福
井
市
の
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遣
跡
」
で
発
見

（
記
念
物
課
名
膀
郎
門
）

さ
れ
た
室
町
時
代
の
庭
固
を
端
緒
と
し
て
、
古
い
時

代
で
は
、
奈
良
県
奈
良
市
の

r
平
城
京
左
京
三
条
二

坊
宮
跡
庭
園
し
、
中
世
で
は
岐
阜
県
の
「
東
氏
館
跡
庭

園
」
な
ど
が
典
型
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
廃
し
て
構
造

が
不
明
だ
っ
た
庭
園
が
発
掘
開
査
で
甦
り
名
勝
に
指

定
さ
れ
た
の
も
あ
る
。
山
梨
県
塩
山
市
の
「
向
嶽
寺

庭
園
L

が
好
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
発
掘
調
査
に

よ
り
出
て
く
る
庭
園
の
保
襲
は
今
後
も
続
い
て
ゆ
く

と
予
想
で
き
る
。

古
い
庭
国
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
つ
な
げ

る
新
し
い
庭
園
の
保
護
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
残
念

な
が
ら
、
大
戦
後
は
保
證
す
べ
き
優
れ
た
庭
園
炉
現

れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
代
は
庭
園

も
建
築
も
文
化
的
に
過
渡
期
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
~

う
か
。
新
し
い
庭
園
、
ひ
い
て
は
新
し
い
名
勝
が
誕

生
す
る
の
を
期
待
し
た
い
。
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名膀「向概寺庭園」（山梨県）

発掘脚査で現れ＇こ池と石組

化
的
景
観
」
の
保
護
に
留
ま
っ
て
お
り
、
大
戦
後
五

0
年
間
新
し
い
概
念
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
特
に
農
業
、
林
業
、
水
産
業
な
ど
第
一
次
産
業

が
生
み
出
し
た
独
特
の
景
観
に
つ
い
て
は
保
襲
対
象

と
は
し
て
来
な
か
っ
た
r

現
在
い
わ
ゆ
る
「
近
代
化

遣
産
」
保
護
の
た
め
に
建
造
物
、
史
跡
分
野
で
新
し

い
指
定
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
人
間
が
創
り

出
し
た
物
の
保
護
で
あ
る
炉
、
名
勝
の
分
野
で
は

f

人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
て
、
自
然
と
人
間
が
共
同

で
創
り
出
し
た
景
観
の
保
護
が
必
要
と
な
る
。
以
前

か
ら
各
地
の
「
棚
田
一
の
保
護
が
叫
ば
れ
て
き
た
。

晨
村
の
過
疎
化
、
高
齢
化
は
、
最
も
過
酷
な
労
飼
を

必
要
と
す
る
「
棚
田
し
の
維
持
に
は
致
命
的
で
あ
る
。

主
と
し
て
民
俗
学
者
や
写
真
家
た
ち
の
後
押
し
も
あ

り
「
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
最
近

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
国
の
「
桐
日
」
が
且
界
文
化
遺
産
に

登
鐙
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
し
て
、
平
成

―
一
年
五
月
に
長
野
県
更
埴
市
に
あ
る
著
名
な
棚
田

を
「
披
捨
（
田
毎
の
月
）
」
と
い
う
名
で
「
名
膀
」
に

指
定
し
た
。
今
後
も
農
業
、
林
業
水
産
業
が
生
み

文化庁月報 1999.11 .co 
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文
化
財
保
護
法
で
は
、
天
然
記
念
物
を
史
跡
や
名

膀
と
と
も
に
記
念
物
と
し
て
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
定

義
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
文
化
財
保
譲
制
度
は
、
様
々
な
歴
史
・

文
化
遺
産
に
限
ら
ず
、
地
史
や
自
然
の
持
徴
、
人
が

自
然
と
か
か
わ
り
な
が
ら
育
ん
だ
自
然
物
な
ど
を
記

念
す
る
自
然
遺
産
に
ま
で
拡
げ
て
こ
の
国
の
か
た
ち

を
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
一
体
的
に
保
履
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
す
ぐ
れ
て
総
体
的
で
あ
る
こ
と
に

特
徴
を
有
す
る
。
こ
の
文
化
財
を
広
く
と
ら
え
、
文

化
の
創
造
の
基
盤
に
し
よ
う
と
す
る
卓
見
し
た
趣
旨

に
よ
り
、
わ
が
国
の
文
化
財
保
證
制
度
を
世
界
的
に

類
を
み
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

文
化
財
を
広
く
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
の
思
想
は
、

ち
ょ
う
ど
八

0
年
前
の
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
に

成
立
し
た
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
に
招
い
て

す
で
に
取
り
込
ま
礼
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
や
や
も

す
る
と
、
天
然
記
念
物
は
絶
滅
の
お
そ
礼
の
あ
る
希

少
な
動
植
物
や
す
ぐ
れ
た
自
然
な
ど
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
、
ン
自
然
そ
の
も
の
を
保
義
す
る
制
度
で
あ
る

か
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
傾
向
は
否
め
な
い
。

文
化
財
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
天
然
記
念
物
が
警
目

し
よ
う
と
す
る
自
然
は
、
日
本
の
国
土
の
成
り
立
ち

て
こ
れ
を
活
用
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る
。

天
然
記
念
物
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
住
み
よ
い
自
然

環
境
の
創
造
や
悪
化
し
た
自
然
環
境
の
巨
復
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
で
、
天
然
記
念
物
の
保
存
と
活
用
を

核
に
し
た
取
り
組
み
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
て
、
文
化
庁
で
は
、
天

然
記
念
物
を
身
近
な
文
化
財
と
し
て
地
域
の
歴
史
や

文
化
と
一
体
的
に
理
解
し

r

地
域
づ
く
り
の
一
助
と

す
る
た
め
の
学
習
施
設
や
観
察
施
設
の
整
備
事
業
へ

の
補
助
金
交
付
を
平
成
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
文
化
財
の
本
来
の
意
義
が
理

解
さ
れ
、
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
様
々
に
活
用
さ
れ

て
こ
そ
、
そ
の
保
存
も
図
ら
れ
よ
う
。

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
環
境
問
題
を
重
要
課
題
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
今
日
、
持
続
的
に
人
が
自
然
と
か

か
わ
っ
て
き
た
か
つ
て
の
仕
組
み
に
は
学
ぶ
べ
き
点

が
多
い
と
し
て
注
目
さ
れ
て
も
い
る
。
繰
り
返
す
が
、

天
然
記
念
物
に
は
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
の
所
産
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
自
然
物
が
多
い
。
こ
の
文
化

財
が
地
域
で
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る。
八
0
年
に
及
ぶ
歴
史
を
通
じ
て
指
定
さ
れ
、
全
国

埠
々
浦
々
に
現
存
す
る
天
然
記
念
物
は
九
五
九
件
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
天
然
記
念
物
の
保
護
制

天
然
記
念
物
保
護
制
度
の
仕
組
み
と
そ
の
充
実

天然記念物「美郷のホタル発生地」（徳島県）
地域文化財としての天然記念物の保存と
活用を地域つくりの核にしようと天然記
念物擬備活用耶業を推連している。

度
は
、
長
年
に
わ
た
る
記
念
物
保
護
行
政
の
一
環
と

し
て
時
を
追
っ
て
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。

他
の
記
念
物
同
様
、
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
も
文

化
財
保
謳
法
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
現
状
変
更
の
制
限

や
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
排

除
に
よ
り
保
存
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。
り
れ
ど
も
、
天
然
記
念
物
で
は
時

間
の
経
過
に
よ
る
変
化
が
自
然
下
で
生
じ
る
こ
と
が

普
通
で
あ
り
、
周
辺
の
顔
境
変
化
に
起
因
す
る
直

接
。
間
接
的
影
書
が
波
及
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
先
の
現
状
変
更
の
規
制
だ
け
で
は
実
効
を

期
待
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
消
桓
的

な
保
存
措
置
と
言
え
な
く
も
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ

う
な
方
策
が
請
じ
ら
れ
れ
ば
積
栢
的
な
保
存
措
置
と

言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
然
記
念
物
は
生
き
も
の
で
あ
る
動
植
物
自
体
の

ほ
か
、
そ
の
生
息
•
生
育
地
を
含
め
て
保
護
の
対
象

と
し
て
い
る
も
の
か
ら
地
質
鉱
物
、
地
形
ま
で
、
実

に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
所
在
す
る
場
所
の
位
置

や
周
辺
の
環
境
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

天
然
記
念
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
価
値
を
喪
失

さ
せ
な
い
よ
う
に
保
存
す
る
た
め
に
は
、
現
状
変
更

行
為
に
適
切
に
対
処
す
る
一
方

f

当
該
天
然
記
念
物

の
由
来
や
出
自
に
対
応
し
た
個
別
の
管
理
方
策
を
計

画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解

で
き
よ
う
。

特
定
の
天
然
記
念
物
の
保
存
を
期
す
た
め
、
硯
況

把
握
と
衰
亡
な
ど
の
変
化
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め

天然記念物り菜泥池生物群集」

（京都府）
湿原の保存には湿原や水域の
みならず集水欺やバッファー
としての周辺域を賄i呆するこ
とが菫翌とな~る口

／

蒻

い

し

累

辺

1

'

,

 
天
然
記
念
物
と
文
化
財
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
学
術
的
価
値
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
一
方
で
、
こ
の
国
の
風
土
や
文
化
の
形
成

に
か
か
わ
り
、
ま
た
人
が
育
み
守
り
伝
え
て
き
た
文

化
的
所
産
と
し
て
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
制
度
が
誕

生
し
て
八

0
年
。
こ
の
間
、
様
々
な
事
情
が
背
景
に

さ
て
、
温
暖
で
降
雨
量
も
多
く
大
陸
起
源
の
南
北

に
長
＼
連
な
る
こ
の
島
国
は
、
世
界
的
に
も
数
少
な

い
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
を
も
つ
。
そ
ん
な
国
＇
工
で

の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
人
々
は
地
域
に
よ
っ
て
多

様
な
歴
史
と
文
化
を
生
み
、
育
ん
だ
。
土
地
の
自
然

と
深
く
か
か
わ
っ
た
生
業
や
生
活
の
様
式
は
、
地
域

に
よ
っ
て
一
様
で
な
い
風
土
や
文
化
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る

C

天
然
記
念
物
に
は
各
地
で
様
々
な
人
と
自
然
の
か

か
わ
り
を
反
映
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は

先
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
信
仰
や

故
事
に
由
来
す
る
巨
樹
・
老
樹
の
単
木
で
あ
っ
た
り
、

神
の
宿
る
森
や
山
で
あ
っ
た
り
、
花
や
紅
葉
に
着
目

し
た
二
次
植
生
で
あ
っ
た
り
、
．
神
に
見
立
て
ら
れ
た

鳥
や
魚
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
巨
然
物
が
地
域
に
お
い
て
歴
史
や
文
化
と
一
体
的

に
と
ら
え
ら
れ
親
し
ま
れ
て
き
も
し
た
文
化
財
て
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

近
年
、
地
域
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
独
自
の
文
化
財

か
も
つ
価
値
に
着
目
し
て
、
地
域
づ
く
打

0
校
と
し

の
緊
急
調
査
、
回
復
や
維
持
を
図
る
た
め
の
保
護
増

殖
事
業
、
生
息
•
生
育
環
境
の
整
儲
を
行
う
保
存
修

理
事
業
、
現
状
維
持
や
必
要
な
保
存
措
置
を
請
じ
る

た
め
の
指
定
地
の
買
い
上
げ
事
業
、
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
た
動
物
に
よ
る
食
害
の
防
止
事
業
な
ど
”

制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
て
き
て
い
る

c-

こ
れ
ら
の
事

業
は
、
い
ず
れ
も
文
化
庁
が
交
付
す
る
補
助
金
を
得

て
地
方
公
共
団
体
や
所
有
者
、
管
理
団
体
が
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
な

け
れ
ば
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。

複
数
の
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
事

前
に
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
こ
の
策
定
事
業
に
つ
い
て
も
捕
助
金
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
然
記
念
物
は
そ
の
対
象
が
著
し
く
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
、
変
化
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
指
定

面
積
の
広
さ
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
、
動
物
に
は

地
域
を
定
め
ず
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
背
景
と
な
っ
て
、
指
定
や
適
切
な
保
存
管

理
方
策
の
体
系
化
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、

文
化
財
の
ひ
と
つ
と
し
て
他
の
記
念
物
と
同
様
に
よ

り
適
切
な
保
存
と
活
用
に
備
え
る
た
め
、
平
成
一
〇

年
度
に
「
天
然
記
念
物
保
護
制
度
の
充
実
の
た
め
の

調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、
諸
課
題
に
つ
い
て

改
善
・
充
実
を
期
し
て
専
門
家
に
よ
る
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
記
念
物
課
天
然
記
念
物
部
朋
）

地
域
文
化
財
と
し
て
の
天
然
記
念
物
と

そ
の
活
用

あ
っ
た
と
は
言
え
、
天
然
記
念
物
と
そ
の
保
震
制
度

の
目
的
は
、
自
然
環
境
の
嘩
佃
成
要
因
と
し
て
の
貴
重

な
動
植
物
の
保
護
を
目
的
と
す
る
自
然
保
襲
制
度
と

は
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

I 3 文化庁月報 1999」l

文化庁月~報 1999.ll 12 



特集硯代に活かす史跡名
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i・ 昭
和
三

0
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、

開
発
事
業
の
増
大
戸
に
対
応
し
て
埋
蔵
文
化
財
保
履
の

枠
祖
み
が
定
ま
っ
て
き
た
。
多
く
の
遺
跡
が
失
わ
れ

る
中
で
、
開
発
事
前
の
発
掘
調
査
の
確
保
が
ま
ず
課

題
で
あ
っ
た
。
公
共
工
事
を
行
う
省
庁
や
公
団
等
と

の
覚
書
等
が
か
わ
さ
れ
、
一
畢
前
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
の
合
意
が
形
成
さ
れ
、
都
道
府
県
の
調
査
体
制
の

整
備
が
始
ま
っ
た

Q

こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
政
組
織
に

お
い
て
埋
蔵
文
化
財
の
専
門
職
員
を
確
保
し
緊
急
調

査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
制
度
面
で

も
、
昭
和
五

0
年
の
文
化
財
保
詞
法
改
正
に
よ
り
埋

蔵
文
化
財
の
保
説
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
高
速
道
路
網
の
整
備
を
は
じ
め
開
発
事

業
は
激
増
し
、
発
掘
詞
査
件
数
も
飛
躍
的
に
増
大
を

続
け
る
。
都
道
府
県
の
体
制
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、

公
立
め
る
い
は
財
同
法
人
等
の
胴
査
祖
織
の
股
置
が

相
次
ぎ
、
市
町
村
へ
の
専
門
職
員
の
配
置
も
進
ん
だ
。

国
・
県
の
公
共
事
業
は
都
道
府
県
て
、
市
の
事
業
お

よ
び
民
間
事
業
は
市
町
村
と
い
う
現
行
の
一
般
的
な

役
割
分
担
も
定
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
埋
蔵
文
化
財
保
襲
行
政
は
一
定
の
到
達

を
み
せ
、
行
政
の
な
か
て
一
定
の
位
置
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
。
現
在

r

埋
蔵
文
化
財
関
係
の
職
員
は

は
、
平
成
七
年
度
か
ら
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
展
」

を
全
国
で
巡
回
し
て
開
催
し
て
お
り
、
話
題
に
な
っ

た
出
土
品
を
展
示
し
て
、
.
国
民
の
埋
蔵
文
化
財
に
対

す
る
理
解
の
一
助
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
開
発
事
前
の
発
掘
調
査
の
一
連
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、

l

定
の
標
準
や
基
準
や
考
え
方
に
基

づ
い
て
適
切
か
つ
公
正
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
理
解

と
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
発
掘
調
査
の
実
施
を
指
示
す

る
か
、
調
査
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か
、
経

費
の
根
拠
は
、
な
ど
に
つ
い
て
一
連
の
取
扱
い
を
客

観
的
に
し
、
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
六
年
に
「
発
掘
調
査
体
制
等

の
整
備
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
委
会
L

を
設
置
し
、

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
所
在
状
況
の
十
分
な
把
握
、

開
発
事
業
と
の
迅
速
な
嗣
整
、
試
掘
。
確
認
調
査
の

的
確
な
実
施
に
よ
る
遺
跡
の
有
無
ょ
範
囲
、
内
容
の

正
確
な
捕
捉
、
発
掘
調
査
が
必
要
な
範
囲
の
適
正
な

決
定
、
発
掘
方
法
と
記
録
作
成
の
標
準
づ
く
り
、
調

査
経
費
の
積
算
標
準
の
殷
定
な
ど
、
実
態
を
踏
ま
え

た
上
で
全
国
的
な
見
地
か
ら
検
酎
を
進
め
て
い
る
。

遺
跡
を
後
世
に
残
す
保
護
行
政
へ
の
転
換

こ
れ
ま
で
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
行
政
は
事
前
調
査

の
実
施
に
多
く
の
労
力
を
割
い
て
き
た
。
し
か
し
、

増
大
す
る
発
掘
調
査
に
追
わ
れ
て
い
て
は

r

埋
蔵
文

埋
蔵
文
化
財
保
護
の
花
ゆ
み

辺

全
国
で
約
七
、

O)(（）
0
人
、
発
掘
調
査
は
全
国
で
年

間
約
八
、

0
0
0件
、
そ
の
経
費
は
約
一
、
三
五

0

億
円
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

埋
蔵
文
化
財
保
護
を
め
ぐ
る
最
近
の
愕
勢

介
9

1
埋
蔵
文
化
財
を
め
ぐ
っ
て
は
、
長
ら
く
贔
田
発
か

保
題
か
」
と
い
っ
た
表
現
で
相
反
す
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
埋
蔵
文
化
財
を
取

り
巻
く
情
勢
も
次
第
に
変
化
し
て
い
る
。
社
会
資
本

の
整
備
が
最
優
先
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
物
質
的
な

麗
か
さ
よ
り
も
、
環
境
や
文
化
と
い
っ
た
心
の
登
か

さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
発
事
業
と
埋
蔵

文
化
財
に
つ
い
て
も

r

よ
り
よ
い
共
存
が
真
剣
に
さ

け
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
発
掘
胴
査
に
よ
り
各
地
域
の
犀
史
が
明
ら

か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
埋
蔵
文
化
財
が
自
分
た
ち
の

住
打
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
も
た
ら
す
重
要
な
財

産
で
あ
り
、
吉
野
ヶ
里
遣
跡
や
三
内
丸
山
遺
跡
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
素
材
と
な
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
遣
跡
が
開
発
事
業
の
邪
魔
者

と
考
え
ら
れ
た
時
代
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る

C

さ
ら
に
、
考
古
字
に
興
味
を
も
ち
遺
跡
や
博
物
館

に
足
を
の
ば
す
人
々
が
確
実
に
噌
え
て
い
る
。
新
た

な
発
見
び
日
勺
報
道
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
は
選
跡

化
財
包
蔵
地
の
把
握
や
、
重
要
遣
跡
の
保
存
・
活
用
、

調
査
成
果
の
教
育
普
及
な
ど
、
調
査
以
外
の
重
要
稔

諸
施
策
を
十
分
に
遂
苛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
°

発
掘
調
査
が
必
要
と
な
る
の
は
、
計
画
さ
れ
た
エ

事
か
埋
蔵
文
化
財
を
破
壊
す
る
、
あ
る
い
は
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
ま
た
道
路
な
ど
の
恒

久
的
な
構
造
物
等
に
よ
り
埋
蔵
文
化
財
茄
損
壊
す
る

に
等
し
い
状
態
と
な
る
湯
合
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

最
低
限
、
記
録
だ
け
で
も
残
す
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
な
る
べ
く
発
掘
調
査
を
実

施
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後

は
、
原
則
と
し
て
壊
れ
る
場
合
に
発
据
調
査
を
限
定

し
、
可
能
な
限
り
発
握
調
査
を
避
け
て
後
世
に
残
す

と
い
う
考
え
方
に
転
換
を
図
っ
て
い
る
。
「
掘
る
行

政
」
か
ら
、
「
掘
ら
ず
に
残
し
、
残
し
た
埋
蔵
文
化
財

を
適
正
に
保
護
・
管
理
，
活
用
す
る
行
政
」
へ
の
転

換
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
果
た
す
べ
き
多

様
な
柚
策
を
パ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

埋
蔵
文
化
財
保
護
体
制
の
充
実
を
め
ざ
し
て

?
 

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
文
化

財
を
地
域
で
守
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
市

町
村
が
保
護
の
基
礎
単
位
と
な
り
、
そ
れ
を
県
・
国

が
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
市
町
村
へ
の
専
門

職
員
の
配
置
は
進
ん
で
い
る
が
、
な
お
全
市
町
村
の

五
割
弱
で
あ
り
、
ま
た
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
市

町
村
間
に
お
い
て
も
、
開
発
事
業
の
把
握
な
ど
実
際

埋
蔵
文
化
財
保
護
行
政
の
成
熟
の
た
め
に

の
発
掘
や
出
土
遣
物
な
ど
に
関
心
を
も
つ
層
の
多
さ

の
反
映
で
あ
ろ
う
。
遺
跡
は
大
切
で
あ
る
と
い
う
総

論
は
大
方
の
支
持
を
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
薔
積
に
よ
り
到
達
し
た
埋
蔵
文
化
財

保
襲
行
政
、
こ
れ
を
袋
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
さ
ら
に

成
熟
．
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

全
国
で
三
七
万
ヶ
所
（
平
成
五
年
度
調
べ
）
あ
る

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
保
護
に
つ
い
て
は

r

法
悼
上
、

土
木
工
事
な
ど
を
実
腔
す
る
際
に
は
裏
前
の
届
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
必
要
な
場
合
は
発
掘
調
査
を
指
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発

掘
胴
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
負
担
を
含
め
事

業
者
の
理
解
と
院
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

埋
蔵
文
化
財
保
類
の
完
実
の
た
め
に
は
、
一
国
民
の
一

層
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
埋
蔵
文
化
財
の
意
義
を
説

き
、
保
護
の
必
声
女
性
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

史
跡
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
重
要
な
遺
跡
も
そ
れ
の

み
で
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
歩
五
の
な

か
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
埋
蔵
文
化
財
包
惹
地

と
呼
ば
れ
る
無
名
の
遺
跡
た
ち
の
解
明
な
く
し
て
は
、

地
城
の
歴
史
は
貧
朋
で
皮
祖
な
も
の
に
し
か
な
り
え

な
い
。
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

個
性
豊
か
な
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
、
わ
か
り
や
す

く
語
る
努
力
を
惜
し
ん
で
ば
匁
ら
な
い
。
文
化
庁
[

l

の
対
応
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
保

護
は
十
分
に
定
着
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
c

閲
発
事
前
の
発
掘
調
査
を
、
将
来
的
に
ど
の
よ
苓

な
体
制
や
枠
組
み
で
実
施
す
る
の
か
、
今
後
の
大
き

な
諌
題
で
あ
る
。
発
掘
調
査
を
業
務
と
す
る
発
掘
会

社
も
生
ま
れ
、
導
入
事
例
も
培
え
て
い
る
。
し
か
し
、

遣
跡
の
取
扱
い
を
判
断
す
る
の
は
行
政
の
役
割
で
あ

り
、
ま
た
発
掘
調
査
は
文
化
財
保
護
上
の
行
政
的
措

置
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
遺
跡
を
理
解

す
る
能
力
を
も
つ
専
門
職
員
を
十
分
に
備
え
た
体
制

整
備
が
ま
ず
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
段
階
で

は
、
一
定
の
保
晨
体
制
を
も
ち
な
が
ら
事
業
量
が
著

し
く
過
大
と
な
り
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
調
査
能

力
を
的
確
に
判
断
し
た
上
で
民
間
会
社
の
導
入
を
図

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
民
間
会
社
の
よ
り
効
果
的

な
活
用
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
必
要
と
な
る

将
来
的
な
課
題
で
あ
ろ
う
c

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を
さ
ら
に
定
着
さ
せ
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
標
準
的
な
考
え

方
等
を
示
す
国
、
地
方
分
権
に
と
も
な
う
文
化
財
保

襲
法
の
改
正
（
平
成
―
二
年
四
月
施
行
）
に
よ
り
名

実
と
も
に
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
主
体
者
と
な
る
都
道

府
県
、
そ
し
て
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
基
本
と
な
る
市

町
村
が
、
地
域
的
な
特
質
に
合
っ
た
役
割
分
担
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た

す
べ
き
役
割
を
意
識
し
、
今
後
と
も
、
と
も
に
知
恵

を
絞
り
協
力
し
て
保
護
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
記
念
物
課
埋
蔵
文
化
財
部
門
）

r5 文化庁月報 1 9 9 9. l l 
文化庁月報 !999 0 11 I4 



特纂
（史蹟名勝天然紀念物保存法施行80周年）

つ
に
、
「
総
合
的
な
保
存
」
と
「
有
機
的
な
活
用
」
と

が
あ
る
。
時
代
を
問
わ
ず
、
あ
る
共
通
の
土
壌
の
も

と
に
生
ま
れ
た
文
化
財
は
、
有
形
文
化
財
や
史
跡
名

膀
天
然
記
念
物
、
民
俗
文
化
財
を
問
わ
ず
、
共
通
の

文
脈
の
も
と
に
互
い
に
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
本
来
、
緊
密
な
関
連
性
を
有
し
て
い
る
選

産
群
を
、
地
域
の
歴
史
を
語
る
資
産
と
し
て
、
真
の

意
味
に
お
い
て
保
存
し
活
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ら
を
バ
ラ
ハ
ラ
に
切
り
離
す
こ
と
な
べ
、
全
体
と
し

て
と
ら
え
直
す
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

あ
る
ひ
と
つ
の
文
化
圏
内
に
存
在
す
る
有
形
・
無
形

の
文
化
遺
産
を
総
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
自
然
環
境
を
含
め
て
、
総
合
的
で
有
機
的
な

保
存
と
活
用
の
仕
組
み
を
考
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
く
る
の
だ
と
思
う
。
最
近
、
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
発
掘
胴
査
の
成
果
は

r

我
々
の
先
人
た
ち
が
身

の
ま
わ
り
の
自
然
と
深
く
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
、

独
自
の
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ
と
を
明
確
に
教

え
て
く
れ
る
。
あ
る
時
に
は
日
常
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
食
糧
供
給
の
場
や
生
産
の
場
と
し
て
、

ま
た
あ
る
時
に
は
精
霊
の
宿
る
聖
な
る
領
域
と
し
て
、

自
ら
を
取
り
巻
く
山
や
川
、
森
な
ど
の
自
然
に
接
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
身
の
ま
わ
り
の
自
然
と
の
深
い

結
び
つ
き
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
財
を
再
び
現
代

の
自
然
と
の
関
係
の
中
で
見
つ
め
直
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
整
備
や
活
用
の
総
合
的
で
有
機
的
な
系
譜

の
中
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
対
象
は
、
文
化
財
だ
け
で

我
々
の
身
の
ま
わ
り
の
自
然
と
い
え
ば
、
田
や
畑

な
ど
の
農
耕
地
で
あ
っ
た
り
、
里
山
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
漁
場
な
ど
の
川
や
悔
で
あ
っ
た
り
す
る
°
そ
れ
、

ら
は

f

そ
の
土
地
に
住
む
人
々
が
目
ら
の
生
活
や
牛
l

業
の
あ
り
方
を
土
地
に
刻
み
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

長
い
時
間
が
経
つ
う
ち
に
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
「
原

風
景
」
と
で
も
い
う
べ
き
独
特
の
風
景
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
風
景
を
、
い
ま
「
文
化
的
景
観
」
と
呼
ぼ

う
。
有
形
文
化
財
や
史
跡
名
膀
天
然
記
念
物
な
ど
す

べ
て
の
文
化
財
は
、
そ
の
土
地
の
原
風
景
で
も
あ
る

文
化
的
景
観
と
き
わ
め
て
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
と
の
深

い
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
、
人
間
が
生
み
出
し
た
選

産
の
総
体
を
、
ひ
と
つ
の
景
観
の
中
の
有
機
的
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
将
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
地
域
ま
る
ご
と
文

化
財
」
と
で
も
い
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ

た
、
史
跡
等
の
総
合
的
で
有
機
的
な
保
存
活
用
と
も

地
域
ま
る
こ
と
文
化
財
ー
文
化
的
景
観
の
保
全

最
近
、
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
化
財
を
メ
イ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー
に
据
え
た
二
村
お
こ

し
」
、
「
町
お
こ
し
」
に
随
分
活
気
が
あ
る
。
社
寺
建

築
や
町
並
み
、
民
俗
文
化
財
な
ど
に
加
え
て

r

史
跡

や
名
膀

r

天
然
記
念
物
の
整
備
活
用
事
業
が
コ
ア
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
も
っ
と
も
、

文
化
財
の
事
業
は
全
体

の
パ
イ
が
小
さ
い
か
ら
、

他
の
大
規
模
な
事
業
が

落
ち
込
ん
で
い
る
の
に

比
較
す
る
と
、
相
対
的

史跡「池上曽根造跡」（大阪府）

弥生時代の大型掘立注建物
と大井戸の復完

こ
与
し
た
風
潮

は
、
バ
ブ
ル
経
済

は
な
や
か
な
り
し

一
九
八

0
年
代
後

半
か
ら
つ
い
最
近

に
か
け
て
の
き
わ

め
て
新
し
い
傾
向

て
あ
る
。
永
ら
く
¥

文
化
財
と
は
重
要

な
歴
史
的
価
籠
を

育
す
る
が
故
に
触

れ
て
は
な
ら
ぬ

「
お
宝
j

で
あ
り
、

と
り
わ
け
史
跡
な

ど
は
「
凍
結
し
て

は
な
い
。
体
験
学
習
施
設
や
展
示
麗
設
な
ど
、
文
化

財
を
活
用
す
る
た
め
の
種
々
の
施
設
や
、
博
物
館
、

美
術
誼
、
公
民
館
な
ど
、
文
化
財
に
関
連
す
る
す
べ

て
の
資
産
や
施
設
を
広
く
「
文
化
的
資
源
」
と
位
置

づ
け
、
ひ
と
つ
の
文
化
圏
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の

「
文
化
的
資
源
」
の
体
系
的
、
有
機
的
な
活
用
を
模
索

す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

r
村
お
こ
し
」
、
r
町
お
こ
し
」
の
主
役
に

魯＇

「
凍
結
的
保
存
H

か
ら
「
整
備
」
‘
r
活
用
」
へ

に
数
炉
多
く
、
よ
り
い
き
い
き
と
活
気
が
あ
る
よ
う

に
見
え
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
こ

に
は
「
古
い
も
の
＼
「
伝
統
的
な
も
の
」
、
「
忘
れ
去

ら
れ
た
も
の
」
を
じ
っ
く
り
と
見
直
し
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
活
か
し
な
が
ら
、
次
の
世
代

ヘ
確
実
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
着
実
に

芽
生
え
つ
つ
あ
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

ぶ
れ
あ
い
歴
史
の
さ
と
」
研
究
委
嘱
事
業

密
接
に
結
び
つ
く
考
え
方
で
あ
る
。

保
存
す
べ
し
」
と
の
考
え
方
が
主
流
を
な
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
化
財
の
保
護
は
「
保
存
」
と
「
活

用
L

の
両
輪
か
ら
な
る
と
の
考
え
か
ら
、
保
存
を
よ

り
確
実
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
活
用
の
一
環

と
し
て
の
積
極
的
な
整
備
が
求
め
ら
れ
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。
一
九
六

0
年
代
前
半
ま
で
似
史
跡
等
の
保

存
修
理
や
防
災
事
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
一

九
六

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
七

0
年
代
初
頭
に
か
け

て
開
始
さ
れ
た
史
跡
等
の
環
境
整
備
事
業
で
は
、
多

彩
な
遺
構
の
表
現
手
法
が
試
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
面
的

に
拡
大
す
る
方
向
に
発
展
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
一

九
九

0
年
代
に
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
檄
能
を
も
っ
た
屋
内

晨
ホ
施
設
と
の
リ
ン
ク
や
、
実
物
大
模
製
の
野
外
展

示
、
管
理
運
営
施
殷
の
建
設
な
ど
、
以
前
の
環
境
整

籐
事
業
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
整
備
メ
ニ
ュ
ー
ー
が
加

わ
り

r

や
が
て
体
験
学
習
な
ど
の
多
彩
な
ソ
フ
ト
メ

ニ
ュ
、
ー
を
盛
り
込
ん
だ
大
規
模
な
整
備
活
用
事
業
へ

と
発
展
し
だ
。

こ
の
よ
う
に

r

史
跡
等
の
整
備
事
業
は
こ
こ
一
〇

年
の
間
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
し
か
し
、
将
来

的
に
は
、
地
域
の
要
求
に
根
ぎ
し
て
、
も
っ
と
多
様

で
r

か
つ
多
彩
に
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
変
化
す
る
こ
と
ぶ
求
め
ら
れ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
新
た
な
発
想
を

|
r総
合
的
な
保
存
」
と
r有
機
的
な
活
用
」

魯
ー今

後
め
ざ
す
べ
き
新
た
な
テ
ー
マ
の
う
ち
の
ひ
と

以
上
の
よ
う
な
展
望
の
も
と
に
、
現
在
、
文
化
庁

記
念
物
課
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
開
発
に
つ
い
て
、

最
後
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
記
念
物
課
で
は
、
記
念

物
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
騎
識
を
も
ち
、
心
の

教
育
の
場
と
し
て
環
境
を
整
え
る
た
め
の
効
果
的
な

研
究
開
発
を
行
う
た
め
に
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
五

ヶ
年
の
計
画
で
、
「
ふ
れ
あ
い
歴
史
の
さ
と
」
と
題
し

て
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
研
究
委
嘱
を
行
っ
て
い

る
。
①
記
念
物
と
そ
の
周
辺
地
域
を
含
め
た
総
合
的

な
活
用
の
手
法
や
、
②
他
種
類
に
わ
た
る
複
数
の
記

念
物
の
複
合
的
な
活
用
の
手
法
、
③
複
数
の
市
町
村

の
連
携
に
よ
る
新
し
い
活
用
の
あ
り
方
な
ど
を
研
究

の
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
、
前
記
し
た
地
域
の
自
然

を
も
含
め
た
文
化
財
の
総
合
的
で
有
機
的
な
保
存
活

用
を
展
望
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本
号
で
も
紹

介
す
る
「
北
鹿
地
区
ふ
れ
あ
う
自
然
と
歴
史
の
さ
と

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
秋
田
県
を
は
じ
め
、
天

然
記
念
物
杉
沢
の
沢
ス
ギ
や
史
跡
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺

跡
な
ど
を
有
機
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
富
山

県
入
善
町
、
肥
前
地
城
に
広
く
分
布
す
る
古
陶
磁
器

窯
跡
の
保
存
と
活
用
を
機
軸
に
全
県
的
な
連
携
を
め

ざ
す
佐
賀
県
な
ど

i
'

今
後
文
化
財
の
保
存
活
用
を
新

し
い
視
点
で
実
践
す
る
試
み
と
し
て
、
示
唆
的
な
成

果
が
期
待
さ
れ
る
。
（
記
念
物
課
整
備
部
門
）
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r

竺
0
年
度
に
委
鴨
を
受
け
た
秋
田
県
は
、

1
平
成
―
二
年
度
ま
て
の
三
ヶ
年
計
画
で
、
県

北
部
の
北
鹿
地
方
一
〇
市
町
村
教
育
委
員
会
で
組
織

し
た
「
北
鹿
地
区
ふ
れ
あ
う
自
然
と
屈
史
の
さ
と
実

行
委
員
会
」
に
謳
業
実
施
を
委
託
し
て
、
よ
り
効
果

的
な
文
化
財
の
活
用
の
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま

g
 

研
究
の
テ
ー
マ
は

J
'

「
広
城
に
わ
た
る
複
数
市
町
杓

の
連
携
」
と
「
住
民
参
加
型
の
事
業
推
進
L

で
す
。

北
鹿
地
方
は
、
特
別
史
跡
大
湯
環
状
列
石
や
天
然

記
念
物
長
走
風
穴
高
山
植
物
群
落
を
は
じ
め
、
多
く

の
自
然
逍
産
や
歴
史
遣
産
に
恵
ま
れ
た
地
域
な
の
で
、

複
数
市
町
村
が
連
携
す
る
こ
と
で
一
層
効
果
的
な
活

用
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
文
化
遣
産
を
寄
り
活
用
す
る
に
は

ま
ず
住
民
が
そ
れ
を
よ
く
知
り
、
愛
着
を
覚
え
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
、
住
民
参
加
型
の
事
業
陥
進
を
も

ぅ
―
つ
の
テ
ー
ー
マ
に
殷
定
し
ま
し
た
。

平
成
一

0
年
度
に
は
、
各
市
町
村
別
の
ガ
イ
ド
ブ

ソ
ク
と
専
用
綴
じ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
市
町
村
の

拠
点
施
設
で
希
望
者
に
無
料
匠
布
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
中
学
生
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
反
薯
は

大
き
く
、
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
集
め
に
来
る
人
が
い

る
ほ
ど
で
す
。

平
成
一
一
年
度
に
は
、
各
市
町
村
で
「
ふ
れ
あ
う

自
然
と
歴
史
の
探
検
隊
」
と
称
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
打
ち
台
わ
せ
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
、
文
化
財
総
合
案
白
サ
'i

津
地
方
の
田
植
え
が
終
了
し
、
農
作
業
が
一

会
段
落
し
た
六
月
一
＝
一
日
仰
に
、
東
北
で
は
初

め
て
の
「
歩
き
。
み
u

ふ
礼
る
監
史
の
道
」
第
五
回

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
梅
雨
の
季

節
の
さ
な
か
で
あ
り
、
風
雨
に
よ
る
山
道
や
峠
の
通

行
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
三

0
℃
を
越
す
真
夏
の

暑
さ
と
な
り
、
参
加
者
の
健
康
が
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
大
会
は
三
会
場
。
四
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
会
津
地
区
や
県
内
、
そ
し
て
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
の
受
付
で
大
変
混
雑
し
て

い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
会
津
若
松
こ
阿
東
会
場
で

は
、
一
般
向
け
の
「
参
勤
交
代
コ
ー
ス
ー
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
「
小
田
山
の
歴
史
コ
ー
ス
L

の
二
つ
の

コ
ー
ス
を
殷
定
し
ま
し
た
。
開
会
式
は
饒
光
会
津
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
若
松
城
本
丸
の
天
守
閣
前
で
行
わ

れ
、
栗
城
河
東
町
長
に
よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
菅
家

会
津
若
松
市
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
そ
し
て
林
田

文
化
庁
長
官
。
佐
藤
福
島
県
知
事
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
九
時
三

0
分
に
鶴
ヶ
城
太
鼓
の
出
陣
太
鼓
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
長
官
や
知
事
と
一
緒
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
途
中
文
化
財
の
前
で
は
地
元
郷
土
史
研
究

会
の
方
々
に
よ
る
史
跡
や
名
所
の
説
明
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
足
を
と
め
て
熱
心
に
説
明
を
聞
い
た
り
質

問
を
し
て
、
会
津
の
歴
史
に
触
れ
、
文
化
財
を
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
の
地
区
町
内
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
会
津
弁
で
の
冷
た
い
麦

茶
の
サ
ー
ピ
ス
は
遠
来
の
参
加
者
に
と
っ
て
、
心
か

開会式であいさつする菅家一郎実行委員長（若松城本丸前）

戊辰戦争時の説明を聞く参加者
（国指定史跡・旧滝沢本陣前）

「歩きヅみ＠ふれる歴史の道」事業
会津中央大会（第5回全国大会）

ぷ

福島県会津若松市文化課文化財係

楕喬本隆光

ら
の
歓
迎
の
言
葉
と

し
て
伝
わ
り
、
優
し

い
健
康
な
笑
顔
が
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
は

八
六
歳
の
高
齢
者
か

ら
小
学
生
ま
で
と
幅

広
い
年
齢
眉
で
、
遠

く
は
前
年
度
大
会
の

―
―
―
璽
県
か
ら
も
参
加

が
あ
る
な
ど
、
本
大

会
が
全
国
的
な
事
業

と
し
て
定
着
し
つ
つ

「ふれあい歴史のさと」事業
北鹿地区ふれあう自然と歴史のさと実行委員会

秋田県教育庁文化課学芸主事

石井啓之

サイン板制作ワークショップ

ン
板
（
各
市
町
村
一
基
）
の
デ
ザ
イ
ン
や
文
化
財
体

験
カ
ー
ド
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
活
動
を
さ
ら
に
地
域
に
広
め

る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
、
二
回
の
シ
ン
代
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
第

i

回
は
、
美
し
い
ブ
ナ
林
に
固
ま
れ

た
森
吉
町
で
八
月
下
旬
に
開
催
し

r

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
（
登
山
や
遺
跡
発
掘
体
験
な
ど
）
や
誇
演
会
、

ペ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
改

め
て
森
吉
町
の
自
然
と
歴
史
の
良
さ
を
実
感
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
「
地
域
は
ま
る
ご
と
得
物
館
、
住
民
は

み
な
学
芸
員
」
と
い
う
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
考
え

方
を
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
匁
収
稜
で
し
た
。
カ
イ
ド

ブ
ッ
タ
制
作
、
住
民
参
加
の
サ
＇
ー
ン
板
づ
く
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ク
ム
開
催
な
ど
個
々
の
活
動
が
、
実
は
エ
コ

ミ
ュ
ー
＇
ジ
ア
ム
と
い
う
―
つ
の
大
き
な
目
標
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。
第

二
回
は
一
一
月
二
三
日
、
鉱
山
町
と
し
て
発
展
し
た

小
坂
町
を
舞
台
に
「
一
日
ェ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
一
＂
ム
」
の

実
現
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
て
は
、
様
々
な
も
の
翌
「
つ
な
ぐ
」

こ
と
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
と
地
域
、
住

民
と
行
政
、
行
政
と
行
政
な
と
を
「
つ
言
ぐ
」
こ
と

が
、
全
後
地
方
分
権
の
時
代
に
ま
す
ま
す
璽
要
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
平
成
―
二
年
度
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
づ
く
り
で
研
究
委
嘱
専
業
は
終
了
し
ま
す
爪
‘
こ

の
事
薬
を
通
じ
て
形
づ
く
ら
れ
た
「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
在
住
の
会
津
出

身
者
か
ら
は
ー
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
故
郷
の
道
を

歩
き
、
大
変
だ
っ
た
当
時
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
、
と
て
も
懐
か
し
か
っ
た
」
と
の
感
激
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

参
勤
交
代
コ
ー
ス
は
旧
会
津
藩
が
江
戸
に
向
か
う

た
め
の
旧
白
河
街
道
で
そ
の
途
中
ま
で
の
滝
沢
峠
を

中
心
に
歩
‘
'
く
、
コ
ー
ス
で
す
。
戊
辰
戦
争
の
時
に
は
白

虎
隊
が
出
陣
し
た
道
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
国
指

定
史
跡
の
旧
滝
沢
本
陣
、
赤
井
谷
地
湿
原
、
白
虎
隊

が
戦
っ
た
戸
ノ
ロ
古
戦
場
跡
を
遍
り
、
猪
苗
代
湖
畔

ま
で
の
約
―
―
こ

km
の
山
道
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
下
郷
会
場
て
は
「
下
野
街
道
コ
ー
ス
ー
」
と

し
て
石
畳
道
に
整
備
し
た
街
道
を
歩
き
、
途
中
で
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

る
「
大
内
宿
」
で
休
憩
す
る
コ
ー
ス
や
会
津
ば
ん
げ

会
場
の
「
越
後
街
道
（
束
松
峠
）
コ
ー
ス
」
は
越
後
諸

藩
の
参
勤
交
代
路
と
し
て
、
ま
た
物
資
の
流
通
で
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
た
趣
を
良
く
残
し
て
い
る
宿
場
町
や

峠
を
歩
く
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
て

は
特
産
品
の
販
売
も
告
わ
れ
、
地
元
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
初
夏
の
峠
道
。
街
道
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
反
省
会
で
「
事
故
や
負
傷
者

も
な
く
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
会
は

大
成
功
で
あ
っ
た
」
と
の
総
括
が
で
き
た
の
は
、
実

行
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
文
化
庁
、
県
の

関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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史鼠る肪天然紀念物保存法が大正 8年に制定されてから80年が経
う。同法が制定された時代は、わが国が一図しとなって近代国家をめ
ざして国土開発を進めていた時斯であり、また、国民の間に文化財
に対する理解と認齢が定普していなかった時期でもある，'そのよう
な時に、歴史的な辿跡はもとより、庭図、、並木、巨樹。古木や動植
物の自生地などまでも対象として これらを後世に守り伝えようと
した先人達の熱意と努力そして苦労iま計り知れない。もし、このよ
うな文化財保箆の措置がもっと遅れていたならは、多；の資重な文
化逍産喧消渡していたに違いない。近年、わが国の貴重な文化造産
や自然追産が人類全体の述産としてユオスコの世界造産に登録され
ているが、その喜ひと誇りを感じるとき、これらの先人達0)努力と
苦労に想いを巡らせずにはいられない。 （よ）
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